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　（序章及び第 1 章は白山法学第 5 号に、第 2 章は同第 ６ 号に、第 3 章は



























































































































































































































































































































甲土地を平成10年 1 月 1 日に元所有者であるＡから売買代金1235万円で買

























































































































































































































































































































　Ａが甲土地を所有していたが、Ｘは、平成2６年 1 月 1 日、Ａから甲土地
を代金1000万円で買ったところ、Ｙが甲土地を占有していた。Ｙは、平成








否をするときは、ＸＹ間において甲土地についてＡが平成25年 1 月 1 日時
点で所有していたことは争いがないから、「①－ 1　Ａは平成25年 1 月 1





















































配置場所 実体法上の性質 判定 判定理由



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































30　同書1６頁 8 、 9 行目
31　同書2６頁末行






















































用されている。最高裁昭和48年 7 月19日第 1小法廷判決・民集27巻 7 号823頁
43　『民事訴訟における要件事実第 1巻』247頁以下、『設例15題』79頁以下、『設例13
題』74頁以下など






















51　前田達明「主張責任と立証責任」判例タイムズ59６号（198６年 7 月） 2頁
52　前田達明「続・主張責任と立証責任」判例タイムズ６40号（1989年 ６ 月）６9頁
53　中野貞一郎「主張責任と証明責任」判例タイムズ６６8号（1988年 8 月） 5頁
54　同頁
55　同頁
5６　同書 ６頁
57　松本博之「要件事実と法学教育（ 1）」自由と正義54巻12号（日弁連・2003年12
月号）109～110頁
58　同書110～111頁
59　古代ギリシャの哲学者ゼノン（紀元前490年ころ～430年ころ）の考えたパラドッ
クスといわれている。
６0　古代ギリシャの哲学者エピメニデス（生没年不詳：紀元前６00年ころ）の考えた
パラドックスといわれている。
６1　最初に問題を提示した者については、よく分からない。進化論の観点からは、卵
が先のように思えるが、そうではないという最近の生物学者の研究報告もあるよう
である。
６2　イギリスの哲学者バートランド・ラッセル（1872年～1970年）が論理学的解析の
例として提示した問題である。
６3　当時14歳の中学生が1997年に犯した神戸連続児童殺傷事件、別名「酒鬼薔薇聖斗
事件」がきっかけとなり、同年秋ころから、ノーベル賞受賞作家大江健三郎、哲学
者永井均、思想家吉本隆明、評論家小浜逸郎、元神戸女学院大学教授・現代フラン
ス思想研究者内田樹など多くの分野の人たちによって論じられている問題である。
６4　拙稿「要件事実原論ノート」白山法学第 5号（東洋大学法科大学院・2009年）27
頁以下、拙稿「法律の規定と同一の内容の合意又は意思表示と要件事実」笠原俊宏
編集『日本法の論点第 3巻』（文眞堂・2013年）57頁以下
６5　太田知行『当事者間における所有権の移転』（勁草書房・19６3年） 1頁
